
鎖▲青線t  及の■食の  ■体（抗撫、  供▲著棄遡及の■食の供血著 の♯暮♯  R－鱗▲■霊州膿欄摘  

輸血によるHBV感染報告例（疑い例を含む。）           】l l I i  
供血者陽性事例  

∧－ 0700001：）  

人訪、血球濃博識  
人赤血球濃惇浪（放  
射線椙射）  

人血小梅濃l半液（放  

射線樵射）  

06′’06′ノD9  

06′07  

06√／OG  

O6′／0†）－  

07／Ol  

陰性一輪血前） 曝性（輸血後1  

目白ヨA扉1  

HBsAd】） 

保管検体70本  
卜旧∨一DNA卜）  

保管検体l本二  
HBV－DNA（十）  

HBV【DNA（－）の献血者  
70人中3丁人が献血に再  
来。（31人はH8V関連検  
査捻性、3人はト恥c抗体  
陽性かつH8s抗体陽性  
r当該献血時も同様））、  

3人は目白s抗体のみ陽  
性（2人は当該献血蒔も  
同様、1人は当諒周血時  
日8c抗体鳩性かつト旧s  
抗体陽性）であった。J  

HBV－DNA（十）の献血者1  
人は献血に再来。（ト旧∨  

間遠検査陰性．個別  
NAT陰性）。  

8g木の原料血  
羨、5木の新鮮凍  
結血雅、37本の  
赤血球MAP．】木  
の洗浄赤血球を  
塑造。新景‡凍結  
血蒐3木は確保  
済み。   

陽性となった当  
該輸血用血液と  
同一採血番号の  
泉州として、l木  

の赤血球MAPと  
l木の原料血莞  
がある。  

み。新鮮凍桔血矧ま2本  
医療機関へ供給済み。  
赤血球MAP、洗浄赤血  
球は全て医療機関へ供  
給済み。   

H［】s板（十 

日Bs畑－）  

（D7′／04）  

人赤血球膿停浪（放 射紺矧粧  †i性腎不 全  

陽性（輸血後）  保せ検体（個涌  

NAT）HBV－DNA  
陽性（遡及調査  

対象）  

（06／Og）  

トBGAb陽性（陽  

転献血）  

個別HBV－NAT  
陰性  
（07／04）  

H8V－DNA（＋）  

（07／041  

ト旧s秘十）  

ト但eAgt＋）  

ト胆eA虹－j  

IgM－HBcA〟一†  

（07／05）  

人赤血球濃睦沫t仙 射抽閻刺）  裾l買茶疾 於  

保管検体（個用  

NAT）ト侶∨DNA  
陽性（遡及調査  

対象）  

（08／06）  

スクリーニング  
NAT（HBV）陽性  
（陽転献血）  

rO7／’011  

保管検体（個別  

NAT）H8VDN∧  
陰性。  
（遡及主唱査対象）  
（07／0り  

スクリーニング  
NAT（H8V）陽性  
Ill事云献血J  

（0丁／Ol）  

陽性一輪血後1  

れた輸血血液2本につい  
ても被疑薬と報告してい  担当医は同時期に使用さ   る．  



札貴酬日  

2007／4／20  
性性（輸血前）  

幡性（輸血後）  人赤血球濃僅液（放  
射線帽射）  

新色‡凍結人血雅  
人血小板漉惇油  
人血小坂濃陣油（放  
射線照射）  

（81人はH8V関連検査  
（－）、3人はH8e抗体（＋）  

かつHB8抗体（＋）（うち2  

人は二当該鼠血暗も同様  
で、1人はHBs抗体のみ  
（十））、1人は日加抗体の  

み（＋）（当該献血時も同  

様）であった。）  

策、22本の新鮮  
凍結血焚、4¢本  

の赤血球MAP、1  
本の洗浄赤血球  
を農道。野鼠血  
羨は86本確保済  
み。新鮮凍給血  
I叛はg本確保済  

み。   

人赤血球濃惇液（放 射線照射1  消化器疾 患  

人赤血球濃厚液－L11  
骨髄異形 成症候郡   



輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽性  

∧一 07D〔10009  人赤血球薦匝油（放 射綿照射）  自己免疫 疾か  
陽性（≠崩血前）   HBsAg卜1  

（05．′′09）  

H8sAた卜1  

HBs頒十l  

卜胆cA頼り  

HBV－DNAい＼  

（05ノ09l  

H8s∧g（巾  

（06ノ03）  

H8s堀＋〉  

卜旧sA以十1  

卜胆∨－DNAt十1  

（08／051  

H8sAgい）  
H巨∨－DトtA巨）  

（Ot】／】2）  

人血小板濾仲液（放  
人赤血球i農作激 しl！  射締照射1  

循l芸慕疾 患  
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人森血球濃厚油（放  
射I編照射l  

新鮮凍需人血苑  

∴赤血，ま濾惇液（放  

射線照射）し11  

消化茶疾 療  06ノ0白 08／08  

J＝L苗代 患  液の調査結果  
‖）保管検備における轄  

査（個別NAT）結果  
fす汀MA法（検出限界・  

9．61リノmし（約  

40．3eoがes／mL）により三  

重測定の結果こl敬性  

【か∩トbusePCR（検出限  
界的30¢OPleSノmし）によ  
り二重淵雇の結果：陰性   

（2）同時製造血敷こおけ  

る精査（個期NAT）結果  
庁汀MA法（検出限界  
9．8IU／mL（約  

48．恥叩如／mU〉により三  
豊測定の結果こ陰性   
以上の調査結果によ  
り、TMA法陽性陪乗を確  
認することができなかった  
ことから、判定俣野とし  
た。   

人赤血球漉惇液（放 射軌阻拙  循環器疾 患  
HCV－A山一）  

（07／011  

HCV－A蚊－）  

（08／08）  

HCV－A以十）  

HCV－RN∧（＋）  

（07／05）  

●1、 l†ノ【▲ 1l  

人界血球胤虐液（放 射線照射）  骨柄術後 廉用庵厳 君羊  06／10 －D7′′Ol  HCV－A正一） （06／09）  



輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽性  

陽性（輸血前） 鴨性（輸血後〉  

HCV－Aが†）  

HCV－RNA（〉  

（07／0－1）  

HCVコア抗体（⊥ 

（07／ノ05）  

HCV－RNAい）  

HCV－A以十）  

（07ノ051  

保管検体12本全 てHCV－RIJAト）  

9木の原料血環、  

3本の新色羊凍結  

血煎－LR、4木の  
赤血球MAPを雲  
造。蹄熱血渠lお  
木確保済み。新  
鮮凍結血照一LR  
は全て確保済  
．JJ  

人よ、血l雇濃惇；践r〟モ 射線照射卜しl†  み。赤血球MAPは全て 医療機関へ供給済み。  

人赤血球溝仲油  

人赤血球さ点博通  Ll！ 人赤血1果5虐ー￥浪〔放 射鈎肝；斜卜Ilく  

多弁仕骨 髄腫  
陪性t輸血後）  

0丁′′020／攣  

07′′O1  07／03  

10木の原料血  
糞、1木の新ま羊凍  

結血秀一l＿Rを牽  

造。 

新鮮凍織血渠 
LRは確保済み。  

HCVコア抗原（＋）  

（07／84）  

HCVコア抗原  
（＋）  

HCV－A緑J  
（07／05〕  

HCV－RNA卜）  
HCV一項－1く色■；／  

HCVコア抗原巨  

（07／01）  HCV【A山一j  ）  

5）  

井溶血惟眉作用関連  
検査  
・抗血莞タンパウ旦抗  
体検査：陰惟  

・血策タンパケ賞欠損  
検査：欠損なし  

桓こよる細菌等感染報告例胤、例を含むり）  

人赤血球濃傍ざ座l故 軋掛酢軋 り‡l如廿帽l  

消化器疾  
患、心不  肝疾鮪、   全  

血薫11本）で無  
菌試王秦を実施  
た菌試験結果  同一採血♯号の    薄合  

薬採血8日目の撞  

を製造。原料血 渠は確保済み。  

人訪、血l庵濃ル浪l放  

射粧町制l－＝＝保  
血沌川Iltl、flll  
】】、＝‡】Jlll】  

新≠Y′A村．人血護り7た  

血絶フ3′－1Illコ／5  

111」  

院内血培lまだ  

作  
非溶血性副作用関連  
検査  
・抗血莞タンハク賀抗  
体検香稔け  
・血焚タンハク縁欠損  
検昏 欠損なし  

111照射濃厚赤  
血球－」Rの同  
一採血番号の血  
策（6本1で紳薗  
国連試験を実施  
1）九蘭試験紙  

架6木全て声  
．   

2）エントトキシ  

ンン誌上挨結党 6  

本台て泉準以  
下  
2）新色‡凍結血  
環のl司一抹血♯  

琴の血売「3本 
は使用済みであ  
り、細絶間連検  
査を実施できな  
かった。  

12単位 6引責  

9木の原料血篭 
3木の赤血球製  
剤を製造。特料  
血額は6本棟保  
斉み  

原料血果は3本性闊闇  
み。  
蒐血球製剤は全て臨場  
機関へ供給済み（  

死亡  
一腰血痕性  
ショックによ  
り死亡。担  
当医の見解  
として、輸血  
との因果関  
係は不明∴   



血焚（1本）でk  
菌試験を突施。  
k薗試験結果：  
同一採血番号の    r請合J  

検査  
・杭血敦タンパウ賞抗  
体検査：陰性  

・血類タン′くクた欠綾  
検査・欠損なし   

抗白血球抗体検査実  

患者検体▼クラスl抗  

体卜）、クラスn抗体  

（＋〉   

輸血血液：  

（1）照射濃厚血小板  

…クラスl抗体（十）、ク  

ラス汀抗体（－）  

（2）賄射赤血球濃厚  

液一しR（2本）＝・クラスl  

抗体卜）、クラス刀抗  

体（－）   

抗顆粒球抗体検査実  
施  
患者検体：陰性  

輸血血液：  

（1）照射濃厚血小板  

・・陰性  
く之）照射赤血球う農厚  

液－しR（2本）・・・1本  

（＋）、1本卜）（陽性と  

なったものは好中様  
に反応する抗体が検  
出さhた。）  

単位  

l   い  ・†いn  リ A   

11■し  

「 v；】け  

いHlト嵐1り L 

弓1J    山Il㌧」  

薫．   †1維′＼  

ご㌧ l  

6／6  



平成19年7月25日開催  
薬事・食品衛生審議会  

運営委員会捏出資料  

別紙  

日本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的HEV20プールNAT実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成19年5月31日  

献血者数  HEV－RNA陽性  陽性率  

H17．1～H18．2・：・1  341，174  45  1′／／7，582  

H18．3～H19．5一：●二   338，649  31  1／／10，924  

合計  679，823  76  しノ／8，945  

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）  

＊2血寮分画センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体は除く）  

2．HEVAjRNA陽性献血者の内訳   

別紙  

31   



別紙  2・HEV－RNA陽性者の内訳  

No  採血日   年齢  性別  （IU／L）   几  HEV RNA  該琶  喫食歴調査  遡及対象  

kM   kG      ※1      肉の種類  供給製剤   受血春情報   

■  M  57  ＋   無  不明レバー   生   無  

2   F  ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  M   103  ＋   無  回答なし  無  

4   F  17  ＋   無  回答なし  無  

5  2005／′03／27  26   M  38  ＋  、ロレバー。診、  ヨ   
6  F  20  ＋   無  半生   無   

7   F  16  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉  十分加熱  無  

8  F   16  ＋   
ウシレ′ト、ヒツジ精肉  
～力精肉ウシ精肉  

十分加熱  無  

9   M   24  ＋   ＋   ＋   ウ÷   

ウシホルモンヒンジ精肉   
半生   

有  感染なし   

10  22   M   44  ＋   無   無  

‖   M   24  ＋   十   ＋   ウシ精肉   
ウシホルモンブタ精肉ヒツジ精肉   

半生  
∠  有  原疾患により死亡   

12  M  52  ＋   無  無  

13   M  219  ＋  ＋   ＋   無  不明レハー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2005／07／05  22   M   2  ＋   無  回答なし  無  

15  2005／07／05  38  M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

16  2005／07／13  24  M   19  ＋   無  ウンレハー   生  原疾薬により死亡   

17  2005／09／02  33   M   

ウシ精肉  
49  ＋   

生  
無   ヒツジ精肉  半生  
ブタホルモン、ブタ精肉  

無   
十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   ウ～、、～●  半生  

無   
19  2005／09／20  42   M   31  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（H17111運営委員会報止済み）   

20  2005／09／27  20   F   10  ＋   無  ウシ薄肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無   

21  2005／10／21   41   M   12  ＋   無  回答なし  無  

22  2005／10／25  44   F   38  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

23  2005／11／07  30   F   21  ＋   ヽヽ○                        無  ブタホルモノ、ウソ精肉、ヒツン精肉 ブタホルモン 
、ウシ精肉ブタ精肉ヒツジ精肉   十分加熱  無  

24  2005／11／07  31   F   12  ＋   ＋   十   有  ブタレ／シー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2005／11／20   28   M   47  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウマ精肉 ブ 生  
タホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱   無  

26  2005／11／29  35   F   333  ＋   ＋   ＋   有  回答なし  無  

27  2005／12／13   42   M   30  ＋   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  
有．   不明レバー、ブタ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13  30   M   ＋   有  不明レバー   十分加熱  有  HEV感染（H18．01．26運営委員会報告済み）   

29  2005／12／22  62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27  42   F   14  ＋   無  回答なし  無  

1  



H∈∨抗体  問  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （IU／L）  HEV RNA   該  喫食歴調査  遡及対象  

IgM  IgG  ※   供給製剤   受血者情報  

31  2006／01／02   22   F   12  ＋   有   ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  無  

32  2006／01／′06   68   M   23  ＋   無   ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   無  

33  2006／／01／13   36   M   42  ＋   
ウマ精肉、不明レバー  

無    ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  
ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン   十分加熱  

34  2006／01／′18   53   M   238  ＋   ＋   ＋   有   ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

不明レバー  半生  
35 ll  2006／01ノ／13   31 ‖   

M   43  

l  l   l   

I 

＋   

I 有    】ブタ精肉、ヒツジ精肉  l   十分加熱  l無  l  l   

l35  】2006／01ノ／13  l31  l M  l 43  】  】  l＋   l有  l千明しハー フタ精肉、ヒツジ精肉   伴生 十分加熱  l無  l  

l   

36  2006／01／17   48   M   25  ＋   無  回答なし  無  

37  2006／01／25   52   M   25  ＋   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽車云は見られず追跡調査終了   

38  2006′／01／30  39   F   22  ＋   無  回答なし  無  

39  2006／01／′30   25   M   32  ＋   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  
40  2006／02／02   39   F   35  

生  
＋   ＋   有   ウシレバー  半生  無  

ヒンジ精肉  十分加熱  

41  2006′／02／07   57   M   13  ＋   無  不明   不明   無  

42  2006／02ノ／07   40   F   172  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006／02／17   39   M   28  ＋   
イノシシ精肉、ブタ精肉   無  ブタホルモン、ブタレ／ト、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  

44  2006／02／20   58   M   22  ＋   無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2006／02′／21   45   M   30  ＋   無  ウシ精肉  半生  
ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉  十分加熱   無  

46  2006／03／01   46   F   15  ＋   無  回答なし  無  

47  2006／03／01   50   F   29  ＋   無  回答なし  

48  2006／03／02   54   M   47  ＋   ＋   ＋   無  ウシ■ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  2006／03／27   40   F   12  ＋   無  回答なし  無  

50  2006／04／01   31   F   16  ＋  ヒンジ精肉   半生   無  

51  2006／04／04   30   F   14  ＋   ／  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2006／04／12   38   M   45  ＋   ＋   ＋  ブタレバー、ウシ溝肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

53  2006／04／18   21   M   26  ＋   
ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

54  2006／04ノ／22   28   M   14  ＋   ＋   ＋  ／  回答なし  無  

55  2006／04／26  46   M   19  ＋  ブタレバー   半生   無  

56  2006／05／18   62   M   27  ＋  ヒツジレバー   十分加熱  無  

57  2006／07／07   17   M   33  ＋  回答なし  無  

58  2006／07／11   34   F   10  ＋  回答なし  無  

59  2006／′07／12   21   F   27  ＋  回答なし  無  

60  2006／07′′′22   49   M   46  十  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレ／ト  十分加熱  無  

∽
∽
 
 
 



HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／L）  該当  喫食歴調査  遡及対象  

供給製剤   
受血者情報  

IgM  短G  RNA   

61  2006／08／01   62   M   18  ＋  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

62  44   F   14  ＋   ／ ／  喫食歴なし  無  

63   68   M   15  ＋  ／  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無   

64  20（〕6′／10ノ／21   29   M   22  十  調査中  無  

65  2006／11／19   48   M   58  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加】熟  無  

66  2006／11／′23   54   M   18  ＋  回答なし  無  

67  2006／12／01   43   M   55  ＋   ＋   ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

68  2006／12／04   60   M   46  ＋   ＋   ＋  ウシ精肉   十分加熱  無  

69  2006／12／04   47   M   40  ＋   ＋   ＋  ウシ精肉、ウシホルモン   十分加熱  無  

了0  2007／03／01   33   M   41  ＋  ウシレバー   生   無  

71  2007／03／15   42   M   32  ＋   ＋  ／  ブタレバー、ブタホルモン   半生   無  

72  2007ノ／03／27   55   M   30  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

73  2007／04／07   22   F   9  
＋   ユッケ  生  

ウシホルモン、ヒツジホルモン  十分加熱  無  

74  2〔IO7／05／16   4了   「   15  ＋  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

75  2007／05／18   40   F   27  ＋   ＋   ＋   ／  ブタ生ハム（自家製）   半生   無  

76  2007／′05／30   33   M   26  ＋   ＋  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

＃1：問診喫食歴調査内容   
05年1月1日～05年10月31日＝「過去3ケ月以内にブタ、シ九イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レ／トの喫食歴」   
05年11月1日～06年03月31日＝「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月引日をもって終了   



事  務  連  絡  

平成19年6月26日  

日本赤十字社血液事業本部 御中  

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局  

厚生労働省医薬食品局血液対策課  

血液製剤に関する報告事項について   

血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。   

さて、標記につきましては、平成19年4月26日付け血安第140号にて  

貴社から報告をいただいたところですが、平成19年7月25日（水）に平成  

19年度第2回血液事業部会運営委員会が開催されますので、下記の事項につ  

いて資料を作成いただき、平成19年6月29日（金）までに当事務局あて提  

出いただきますようお願いします。記の11については、平成19年5月23  

日開催平成19年度第1回血液事業部会運営委員会提出資料を更新の上、再度  

提出ください。   

なお、資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ  

れらの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報  

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。  

記   

1．平成］し5年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、残る2人の供血者のその彼の検査結果。来訪がなけれ   

ば、その旨。 

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑わわる事例について、残る5人の供血者のその後の検   

査結果っ 来訪がなければ、その旨。   

3．平成16年11日26日付けで報告さわた輸血用血液製剤でHBV（B型   

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその後の   

検査結果こ来訪がなければ、その旨 

1．平成1‘7年1日12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検  
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査結果。来訪がなければ、その旨。   

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

6．平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

8．平成18年6月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

9．平成19年2月20日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人の供血者のその彼の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

10．平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液   

製剤でHCV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人   

の供血者のその彼の検査結果。来訪がなければ、その旨。   

11．平成18年5月10日開催薬事・食品衛生審議会血液事業部会運営委員  

会提出資料「問診による捕捉調査の実施状況について」について、その後の   

調査実施状況。  
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血 安第 2 2 0 号  

平成19年6月29日  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長様  

日本赤十字社   

血液事業本部長   

血液製剤に関する報告事項について（回答）   

平成1El年6月26目付事務連絡によりご依頼のありました標記の件については、下  

記により回答いたします。 

記  

1，平成15年9月5日付けで報告された輸血用血摘製剤でHIVの感染が疑われる  

事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果＝一 来訪がなければ、その旨 

⇒ 残る2人のその後の来訪なし亡．（8名中6名が来所、検査は全て陰性）  

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

′レス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検査結果。来訪   

がなければ、その旨 

⇒ 残る5人のその後の来訪なし。．（37名中32名が来所、検査は全て陰性）  

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウ   

イ′レス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその後の検査結果。．来   

訪がなければ、その旨 

⇒ 残る9人のその後の来訪なし二．（48名中39名が来所、検査は全て陰性）  

4，平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

ルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検査結果⊂．来訪   

がなければ、その旨。 

⇒ 韓る4人のその後の来訪なし‥（16名中12名が来所、検査は全て陰性）  

5．平成17年2月4日付けで報告さわた輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイル   

ス1感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査結果＝．来訪が   

なければ、その旨 

ゴ 残る1人のその後の来訪なし＝（追跡調査対象の」名中3名が来所、HBトDNAは  

全て陰性二1名はHBc抗体がEIA法のみ陽性HI法陰性、その他の者は全て陰性）  
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6．平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

ルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検査結果。来訪   

がなければ、その旨。   

⇒ 残る5人のその後の来訪なし。．（20名中15名が来所、検査は全て陰性）  

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイル  

ス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその後の検査結果。．来訪が   

なければ、その旨 

⇒ 残る9人のその後の来訪なし。（53名中44名が来所、HBV－DNAは全て陰性。 

2名はHBc抗体及びHBs抗体陽性、1二名はHBs抗体のみ陽性、その他の者は全  

て陰性）  

8．平成18年6月5日付けで報告された輸血用血滴製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

ルス）感染が疑われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果。来   

訪がなければ、その旨 

⇒ 残る2人のその後の来訪なし。．（29名中27名が来所、HBV－DNAは全て陰性。 

2名はHBc抗体及びHBs抗体陽性、1名はHBs抗体のみ陽性、その他の者は全  

て陰性）  

9．平成19年2月20日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウ   

イ／レス）感染が疑われる事例について、残る3人の供血者のその後の検査結果 

来訪がなければ、その旨。 

⇒1人がその後献血に協力頂き、検査は陰性。、残る2人の来訪なし。（3名中1  

名が来所、検査は全て陰性）  

10．平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液製剤でH  

CV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者の  

その後の検査結果っ 来訪がなければ、その旨。  

⇒ 残る4人のその後の来訪なし二．（81名中77名が来所、検査は全て陰性）  

11．平成18年5月10日開催薬事・食品衛生審議会血液事業部会運営委員会掃出資  

料「問診による捕捉調査の実施状況について」について、その後の調査実施状況 

⇒ 別紙のとおり  
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平成19年7月25日開催  
薬事・食品衛生審議会  

運営委員会捏出資料  

別紙  

日本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的HEV20プールNAT実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1日1日～平成19年5月31日  

献血者数  HEV－RNA陽性  陽性率  

H17．1～H18．2－：－1  341，174  45  1．／／7，582  

H18．3～H19．5・：・＝   338，649  31  1／′′／′10，924  

合計  679，823  76  1／．′／8，945  

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）  

＊2血祭分画センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体は除く）  

2．HEV－RNA陽性献血者の内訳   

別紙  
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2・HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間：2005年1月1日～2007年5郎1日   

No．  採血日   
HEV抗体  HEV  

年齢  性別  ALT （lU／L）  該当  喫食歴調査  遡及対象  

IgM  IgG  RNA   供給製剤   受血書情報  

2005／01／04  32   M   57  ＋   無  不明レ／く－   生   無  

2  2005／02／07  38   F   ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  2005／02／13  41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  2005／03／25  65   F   17  ＋   無  回答なし  無  

5  2005／03／27  26   M   38  ＋   有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

6  2005／04／10   54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生   無  

7  2005／04／15  59   F   16  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無  

8  2005／04／15   35   F   16  ＋   無  シカ精肉、ウシ精肉 レバ 半生  
ウシー、ヒンジ精肉  十分加熱  無  

9  2005／04／20   25   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシレバー、ウシ精肉 シルモン 半生  
ウホ、ヒンジ精肉  十分加熱  有  感染なし   

10  2005／04／28   22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2005／06／07   42   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉  半生  
ウシホルモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

12  2005／06／22   51   M   52  ＋   無・  回答なし  無  

13  2005／07／03   58   M   219  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2005／07／05   22   M   23  ＋  ＋   無  回答なし  無  

15  2005／07／05   38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

16  2005／07／13   24   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ精肉  生  
17  2005／09／02   33   M   49  ＋   無   ヒツジ精肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ピソジ精肉 ウシレバ 半生  
ー、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

19  2005／09／20   42   M   31  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（川7．11．1運営委員会報告済み）   

20  2005／09／27   20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

21  2005／10／21   41   M   12  十   無  回答なし  無  

22  2005／10／25  44   F   38  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2005／11／07  30   F   21  ＋   
半生  

無  ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉 ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  
24  2005／11／07  31   F   12  ＋   ＋   ＋   有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2005／11／20   28   M   47  ＋   ＋   ＋   ウシレバー、ウマ精肉  生  
有   ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

26  2005／11／29  35   F   333  ＋   ＋   ＋   有  回答なし  無  

半生  ウシ精肉、ヒンジ精肉  
27  2005／12／13  42   M   30  ＋   有   不明レバー、ブタ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13  30   M   ＋   有  不明レバー   十分加熱  有  HEV感染（H18．01．26運営委員会報告済み）   

29  2005／12／22  62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27  42   F   14  ＋   無  回答なし  無  

合
 
 
 



HEV抗体  読・ 
No．  採血日   年齢  性別  ALT （IU／L）  HEV RNA  妻 喫食歴調査  遡及対象  

÷1J  供給製剤   受血者情報  
fgM  IgG  

2006／01′／02   22   F   12  ＋   有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  無  

2006／01′ノ06   68   M   23  ＋   無  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   無  

ウマ精肉、不明レバー  
2006／01′／13   36   42  

生  
M  ＋   無   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  

ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加熱  

2006／01／18   53   M   238  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

2006ノ′01／13   31   M   43  ＋   有  不明レバー ブ 半生  
タ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

2006／01／17   48   M   25  ＋   無  回答なし  無  

2006／01／′25   52   M   25  ＋   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了  

2006／′01／30   39   「   22  十   無  回答なし  無  

2006／′01／30   25   M   32  十   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  生  
2006／02／′02   39   F   35  ＋   十   有   ウシレバー  半生  無  

ヒンジ靖肉  十分加熱  

2006／02／07   57   M   13  ＋   無  不明   不明   無  

42  2006／02／07   40   F   1了2  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006／02／17   39   M   28  ＋   イノシシ精肉、ブタ精肉   無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  
44  2006／0乙／20   58   M   22  ＋   無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2006／02／21   45   M   30  ＋   無  ウシ括肉  半生  
ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ韓肉  十分加熱  無  

46  2006′／03／01   46   F   15  ＋   無  回答なし  無  

47  2006′／03／01   50   「   29  ＋   無  回答なし  無  

48  2006／03／02   54   M   47  ＋   ＋   ＋   無  ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

49  2006／03／27   40   F   12  ＋   無  回答なし  無  

50  2008／04／01   31   F   16  ＋  ヒツジ精肉   半生   無  

51  2006／04′／04   30   F   14  ＋  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2006／04ノ12   38   M   45  ＋   ＋   ＋  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒンジ精肉  十分加熱  無  

21   M   26  ＋   
ウシ精肉、ウシホルモン  

53  2006／04／18  
半生  

ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

54  2006／04／22   28   M   14  ＋   ＋   ＋  無  

55  2006／′04／26   46   M   19  ＋  半生   無  

56  2006／05／18  62   M   27  ＋  十分加熱  無  

57  2006／07／07   17   M   33  ＋  無  

58  2006／07′＝   34   F   10  ＋  無  

59  2006／07／12   21   F   27  無  

60  2006／07／22   49   M   46  ＋  ウシ清肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  無  



HEV抗体  問診  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （ル／L）  

HEV RNA   該当  喫食歴調査  遡及対象  

※1  供給製剤   
受血者情報  

kM  IgG  

61  2006／08／01   62   M   18  ＋  ブタホルモン、ウシ梼肉、ブタ精肉、ピソジ精肉  十分加熱  無  

62  2006／09／06  44   F   14  ＋  喫食歴なし  無  

63  2006／09／29  68   M   15  ＋  ／  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無   

64  2006／10／21   29   M   22  ＋  調査中  無  

65  2006／11／19  48   M   58  ＋  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

66  2006／11／23  54   M   18  ＋  回答なし  無  

67  2006／12／01   43   M   55  ＋   ＋   ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

68  2006／12／04  60   M   46  ＋   ＋   ＋  ウシ精肉   十分加熱  無  

69  2006／12／04  47   M   40  ＋   ＋   ＋  ウシ精肉、ウシホルモン   十分加熱  無  

70  2007′′03′／01   

つ√1 ヽノヽJ   M   41  ＋  ウシレバー   生   無  

71  2007／03ノ′15  42   M   32  ＋   ＋   ／  ブタレバー、ブタホルモン   半生   無  

了2  200了／03／27  55   M   30  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

73  2007／04／07  22   F   9  
＋  ユッケ  生  

ウシホルモン、ヒツジホルモン  十分加熱  無  

74  2007／05／16  47   F   15  十  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

75  2007／05／18  40   F   27  ＋   ＋   ＋  ／  ブタ生ハム（自家製）   半生   無  

76  2007／05／30  33   M   26  ＋   ＋  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

※1：問診喫食歴調査内容   
05年1月1日～05年10月31日：「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レバーの喫食歴j  
O5年11月1日～06年03月31日：「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了   



安全対策業務の流れ  

収集（琵憎酎整理）  
リアルタイムですべて   

の情報を通知  

すべての情報の把握  

科学的評価（調査）  
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報告のチェック  緊急かつ重要情報の抽出  

評価の結果を報告  

行政的な検討  

安全対策  

医療機関・国  

民・製薬企業   




